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１．経緯

1

 平成28年1月29日に報告した「柏崎刈羽原子力発電所における不適切なケーブルの敷設

に係る対応について（報告）」に対して，当該報告の概要並びに原子力規制庁の当該報告
に対する評価及び今後の対応方針について平成28年2月10日に報告された「柏崎刈羽原

子力発電所における不適切なケーブルの敷設に係る東京電力からの報告に対する評価
及び今後の対応について」において，以下の記載がなされている。

「４．原子力規制庁の今後の対応
不適切なケーブル敷設に対する是正措置の実施状況及び根本原因分析を踏まえた
再発防止対策の実施状況については、平成２８年１月６日の原子力規制委員会に報告
した対応方針のとおり、今後の保安検査等において確認していく。
特に、新基準適合性審査を実施中の６・７号機における安全系ケーブル全体（既設
ケーブルも含む）の敷設状況の新規制基準への適合性については、東京電力が
どのように確認していくのか、その方法と結果について、今後の審査・検査プロセスの
中で確認していく。」

 本資料では，ケーブルだけではなく区分分離全体の基本原則について再整理を行った。
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２．区分分離の種類（１／６）

2

①安全機能を有する構築物，系統及び機器（安全施設）のうち，重要度が特に高い安全機能を
有するもの

（Ａ）多重性又は多様性を確保するために設置した同一の機能を有する安全施設との間に
おいて，「単一故障（従属要因による多重故障含む）」が発生した場合であっても機能
できるよう「独立性」を確保 【設置許可基準規則第十二条第２項】

（Ｂ）他の安全施設との間，または非安全施設との間において，
「その一方の運転又は故障等」により安全機能が阻害されないように
「機能的隔離及び物理的分離」を実施 【設置許可基準規則第十二条第１項

及び重要度分類指針】

※柏崎刈羽原子力発電所6号及び7号炉では，新規制基準を踏まえ，（Ａ）（Ｂ）に加えて，
設置許可基準規則第八条（火災による損傷の防止）に基づく区分分離や，
設置許可基準規則第九条（溢水による損傷の防止等）に基づく区分分離も実施

②安全施設のうち，①以外のもの

（Ｂ）他の安全施設との間，または非安全施設との間において，
「その一方の運転又は故障等により」安全機能が阻害されないように
「機能的隔離及び物理的分離」を実施 【同①（Ｂ）】

設置許可基準規則：実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則
重要度分類指針：発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関する審査指針
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２．区分分離の種類（２／６）

3

（具体例）

残留熱除去系（Ａ系）

残留熱除去系（Ｂ系）

残留熱除去系（Ｃ系）

復水補給水系（Ａ系）

復水補給水系（Ｂ系）

復水補給水系（Ｃ系）

《安全施設（特に重要度の高い系統，ＭＳ－１）》

《安全施設（ＭＳ－３）》

（Ａ）
同一機能
内での
区分分離
（独立性の
確保）

非常用ガス処理系（Ａ系）

《安全施設（同左）》

（Ｂ）
異なる機能間での区分分離
（機能的隔離及び
物理的分離）

（Ａ）（Ｂ）の２種類の区分分離
をもって，必要な安全機能を
守っている

非常用ガス処理系（Ｂ系）
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２．区分分離の種類（３／６）

4

※（Ｂ）異なる機能間での区分分離（機能的隔離及び物理的分離）については，安全施設
全てを対象としているが，
「同位ないし上位の重要度を有する他方に期待される安全機能が阻害され、
もって原子炉施設の安全が損なわれることのないように」

することが目的である。

この目的を踏まえると，安全施設のうち，クラス３（ＰＳ－３，ＭＳ－３）の系統について
は，影響を与えられる側の系統として見たときには，当該安全機能が阻害された場合
においても代替性や復旧性を考慮すると原子炉施設の安全が損なわれることはない，
と評価できる。従って，以降，クラス３の系統については影響を与えられる側の系統と
しては省略する。
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２．区分分離の種類（４／６）

5

（Ａ）同一機能内での区分分離
（独立性の確保）

（Ｂ）異なる機能間での区分分離
（機能的隔離及び物理的分離）

共通要因又は従属要因によって，２以上の系
列が同時に機能を損なわない設計が必要

同一機能内での分離を脅かすエネル
ギーを有する事象が発生した場合にも，
当該機能が100％容量以上を維持でき
れば良い

１つの系統の運転又は故障等で他の機能を
有する系統の“期待される安全機能”を損な
わない設計が必要

“期待される安全機能”＝当該機能の100％
容量，と整理できる

異なる機能間での分離を脅かすエネル
ギーを有する事象が発生した場合にも，
各機能で100％容量以上が維持できれ

ば良い（注）

停止系の作動を要求される場合には，その影響（火災/溢水）を考慮し，安全評価指針に基づき

安全解析を行う必要がある，とされていることを踏まえ，分離を脅かす事象によって引き起こさ
れるプラント状態を考慮して維持する容量を決定する

（注）新規制基準において，火災/溢水により原子炉
に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子炉
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２．区分分離の種類（５／６）

6

同一機能内・異なる機能間での分離を脅かすエネルギーとは何か

○プラント内部で発生するエネルギー
・環境条件
・火災
・溢水
・内的エネルギー（配管内のエネルギー，回転機器の回転エネルギー）

○プラント外部で発生するエネルギー
・地震
・津波
・その他自然現象，人為事象（偶発的）

これらのエネルギーを想定した設計方針について整理する
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２．区分分離の種類（６／６）

7

※火災に対する分離については，本資料で再整理している設置許可基準規則第十二条
に基づく分離と同第八条に基づく分離があり，以下のような違いがある。

火災によっても他機能の安全設備の機能を確保するよう，火災の影響を受ける可能性のある機器に
ついて，IEEE384-1992（IEEE Standard Criteria for Independence of Class 1E Equipment and 

Circuits）に基づく離隔距離の確保，又は耐火障壁の設置により，異なる機能間での区分分離を行う。

（Ａ）同一機能内での区分分離（独立性の確保）

火災によっても他区分の設備が損傷しないよう，火災の影響を受ける可能性のある機器について，
IEEE384-1992（IEEE Standard Criteria for Independence of Class 1E Equipment and Circuits）に
基づく離隔距離の確保，又は耐火障壁の設置により，同一機能内での区分分離を行う。

（Ｂ）異なる機能間での区分分離（機能的隔離及び物理的分離）

上記（Ａ）（Ｂ）の区分分離に加え，原子炉の高温停止及び低温停止に係る安全機能を有する機器に
ついては，保守的に，火災により当該機器を設置する区域又は区画内の安全機能が全喪失することを
仮定しても，少なくとも1区分以上の原子炉の高温停止及び冷温停止機能が確保されるように，3時間
耐火能力を有する耐火障壁等の設置により，原則として，安全系区分Ⅰ・Ⅱ間での区分分離を行う。

区域又は区画内の安全機能が全喪失することを仮定した区分分離
（3時間耐火障壁による物理的分離）

・・・第十二条

・・・第八条

・・・第十二条
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３．区分分離の設計方針

前述のプラント内部で発生するエネルギー・プラント外部で発生するエネルギーを想定した分離
設計の考え方について，分離方法毎に整理する。

別紙１参照

8
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４．分離設計の具体例（RHR）

9

残留熱除去系（RHR）を用いて分離設計の具体例を示す。（概要図は別紙２参照）
系統 構成機器 物理的分離 機能的隔離 その他

距離 障壁 本体強化

機
械
設
備

RHR系
（SHCモード）

ポンプ（A/B/C） ○ ○ － ○

熱交換器（A/B/C） ○ ○ － ○

配管【PCV内】 ○ － － ○

配管【PCV外】 ○ ○ － ○

弁（A/B/C）【PCV内】※1 ○ － － ○

弁（A/B/C）【PCV外】※1 ○ ○ ○ ○

RCW系 ポンプ（A/B/C） ○ ○ － ○

配管 ○ ○ － ○

弁（A/B/C）※1 ○ － ○ ○

RSW系 ポンプ（A/B/C） ○ ○ － ○

配管 ○ ○ － ○

弁（A/B/C）※1 ○ ○ － ○

DG系 非常用ディーゼル発電機（A/B/C） ○ ○ － ○

非常用ディーゼル発電機（A/B/C）補機
（始動用空気だめ，潤滑油冷却器，清水冷却器等）

○ ○ － ○

DGFO系 軽油タンク（A/B） ○ － － ○

DG（A/B/C）燃料ディタンク ○ ○ － ○

燃料移送ポンプ（A/B/C） ○ ○ － ○

燃料移送系配管（A/B/C） ○ ○ － ○

弁（A/B/C）※1 ○ ○ ○ ○
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10

系統 構成機器 物理的分離 機能的隔離 その他

距離 障壁 本体強化

機
械
設
備
つ
づ
き

HECW

系
ポンプ（A/B） ○ ○ － ○

冷凍機（A/B） ○ ○ － ○

配管 ○ ○ － ○

弁（A/B）※1 ○ ○ ○ ○

HVAC系 C/B計測制御電源盤区域（A/B/C）送風機 ○ ○ － ○

C/B計測制御電源盤区域（A/B/C）排風機 ○ ○ － ○

DG（A/B/C）/Z送風機 ○ ○ － ○

DG（A/B/C）/Z排風機 ○ ○ － ○

DG（A/B/C）非常用送風機 ○ ○ － ○

RHR室空調機 ○ ○ － ○

中央制御室送風機（A/B） － ○ － ○

中央制御室排風機（A/B） － ○ － ○

中央制御室再循環送風機（A/B） － ○ － ○

配管/ダクト ○ ○ － ○

ダンパ（A/B）※1 ○ － － ○

電気・計測制
御設備

盤・ラック（非常用高圧／低圧母線，現場多重伝送盤，非常用ディーゼル
発電機制御盤，工学的安全施設盤，中央運転監視盤）

○ ○ ○ ○

ケーブル ○ － － ○

※1 弁ならびにダンパについては，SHCモードインサービス時に操作を実施する弁・ダンパ，動作する制御弁，ならびに他の運転モードや他系統との機能的隔離
のための弁について記載している。
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５．まとめ

 区分分離には以下の２つの種類があり，これらによって必要な安全機能を守っている

 分離を脅かすエネルギーとしては，プラント内部／外部で発生するエネルギーがそれぞれ
考えられるため，各々について整理した結果を示した

 柏崎刈羽6号及び7号炉は，当該系／関連系（直接関連系，間接関連系）について，本区分
分離の基本原則に基づき，プラント設計を行っている

以上

（Ａ）同一機能内での区分分離（独立性の確保）

（Ｂ）異なる機能間での区分分離（機能的隔離及び物理的分離）

11

当該系：安全機能を直接果たす構築物，系統及び機器
関連系：当該系が，その機能を果たすために直接又は間接に必要とする構築物，系統及び機器



別紙１

距離 障壁

◯ －
（格納容器内）
・パイプホイップ評価を行い，配管の破断により安全機能が損なわれないような配置設計（必要に応じてパイプホイップレス
トレイントを設置）とする。

◯ ◯
（格納容器外）
・系統区分を考慮した配置とし，安全上重要な系統及び機器については，原則，各区分ごとに障壁による分離配置を行い，
配管の破断配管と分離する設計とする。

◯ ◯

（タービンミサイル）
・「タービンミサイル評価について」（昭和52年7月20日原子力委員会原子炉安全専門審査会）に基づきタービンミサイル評

価を行い，使用済燃料プールへの落下確率が10-7/年以下であるように配置上の考慮を行う。
・タービンミサイルが貫通しない障壁を設ける設計とする。

◯ ◯

（その他ポンプ，モータ等のインターナルミサイル）

・ポンプ，モータ，タービン（RCIC系，給水系）などの異常によりミサイルが発生する確率が10-7/年以下であること。

・上記が不可能な場合には，安全上重要な系統，機器へのミサイル落下確率（破損に至らしめる確率）が10-7/年以下であ
ること。
・上記が不可能な場合には，離隔壁を追加すること。

ケーブル ◯ －

補機 ◯ ◯

盤・ラック ◯ ◯

各機器は想定される環境条件に耐えうる設計とする。

溢水の発生要因（想定破損，消火等，地震起因）ならびに溢水影響モード（没水，被水，蒸気曝露）それぞれに対し，『溢水
の発生防止』，『溢水の拡大防止』，『溢水の影響防止』の3方策を適切に組み合わせることにより，複数の安全区分が同時
に機能喪失しないよう設計する。

耐震重要施設は基準地震動に対してその機能を損なわない設計とする。

設計基準津波が各機器に到達しないよう防護する設計とする。

屋内機器は影響を受けないこと，屋外機器は個別に防護する設計とする。

分離方法 設計方針

※想定事象に対する頑健性の確保のため，物理的分離を実施する場合がある。

区分分離の設計方針について

分離方法

・IEEE Std 384-1992（IEEE Standard Criteria for Independence of Class 1E Equipment and Circuits）に基づく離隔距離によ
り分離する設計とする。
・耐火障壁等により分離する設計とする。

火災

設計方針機器

火災において影響がある機器

内的エネルギー

配管の損傷において影響がある機器

物理的分離

分離手段

地震

溢水※

機能的隔離

分離手段

想定事象

津波※

その他自然現象，人為事象（偶発的）※

環境条件

その他
（想定事象に対する

頑健性の確保）

回転機器の損傷において影響がある機器

タイラインを有する系統間を弁の構成によって隔離する，計装系において光変換カード等を系統間に介在させる，電気系に
おいて遮断器等を用いた隔離部分を設ける設計とする。

隔離装置



RPV

PCV

※機能的
隔離

※電気設備及び計測制御設備の機能的分離としての隔離装置は設備内に設ける。

計測制御設備
区分Ⅰ

計測制御設備
区分Ⅱ

計測制御設備
区分Ⅲ

制御盤
区分Ⅰ

制御盤
区分Ⅲ

中央制御室

※機能的
隔離

DG（B）

海

DG(B)
燃料
ﾃﾞｨﾀﾝｸ

※機能的
隔離

※機能的
隔離

R/B

海

DG(A)
燃料
ﾃﾞｨﾀﾝｸ

計測制御設備
（区分Ⅰ）

※機能的
隔離

T/B

凡例 ：距離又は障壁による分離 ：配管

：制御・計装ケーブル

：動力ケーブル

：パイプホイップレストレイント等による物理的分離

海

DG(C)
燃料
ﾃﾞｨﾀﾝｸ

計測制御設備
（区分Ⅲ）

計測制御設備
（区分Ⅲ）

※機能的
隔離

DG（C）

DG（A）

RSW
（A）

ＲＨＲ系（原子炉停止時冷却モード）主要設備 分離設計概要図

別紙２

制御盤
区分Ⅱ

RHR
（A）

計測制御設備
（区分Ⅰ）

電気設備
（区分Ⅰ）

RCW
（A）

計測制御設備
（区分Ⅰ）

計測制御設備
（区分Ⅱ）

RCW
（B）

計測制御設備
（区分Ⅱ）

RHR
（B）

計測制御設備
（区分Ⅱ）

RSW
（B）

電気設備
（区分Ⅱ）

電気設備
（区分Ⅲ）

RSW
（C）

RCW
（C）

計測制御設備
（区分Ⅲ）

RHR
（C）



参考１

分類 定義 機能

直接関連系
（燃料集合体）

チャンネルボックス

直接関連系
（原子炉停止系の
制御棒による系）

水圧制御ユニット（ｽｸﾗﾑﾊﾟｲﾛｯﾄ弁，ｽｸﾗﾑ弁，
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，窒素容器，配管，弁)

制御棒駆動機構

制御棒駆動機構ハウジング

ほう酸水注入系
（間接関連系）

ポンプテストライン配管・弁，テストタン
ク，貯蔵タンク電気ヒータ

３）原子炉冷却材圧力
バウンダリの過圧防止
機能

逃がし安全弁（安全弁
としての開機能）

構築物，系統又は機器
重要度分類指針

PS-1

その損傷又は故障により
発生する事象によって，
(a)炉心の著しい損傷又は
(b)燃料の大量の破損
を引き起こす恐れのある
構築物，系統及び機器

3)炉心形状の維持機能

1)原子炉冷却材圧力バ
ウンダリ機能

2)過剰反応度の印加防
止機能

燃料集合体（上部タイプレート）

燃料集合体（下部タイプレート）

隔離弁

逃がし安全弁（安全弁開機能）

制御棒カップリング

制御棒

制御棒駆動機構カップリング

ほう酸水注入系（ほう酸水注入ポンプ,注入弁,タンク出口弁,ほう
酸水貯蔵タンク,ポンプ吸込配管及び弁,注入配管及び弁）

直接関連系
（原子炉停止系の
制御棒による系）

１）異常状態発生時に原
子炉を緊急に停止し，残
留熱を除去し，原子炉冷
却材圧力バウンダリの過
圧を防止し，敷地周辺公
衆への過度の放射線の影
響を防止する構築物，系
統及び機器

MS-1

１）原子炉の緊急停止
機能

原子炉停止系の制御棒
による系（制御棒及び
制御棒駆動系（スクラ
ム機能））

制御棒カップリング

炉心支持構造物（炉心
シュラウド，シュラウ
ドサポート，上部格子
板，炉心支持板，制御
棒案内管）燃料集合体
（但し，燃料を除
く。）

原子炉再循環系ポンプ

配管，弁

燃料集合体（スペーサ）

制御棒カップリング

原子炉冷却材圧力バウ
ンダリを構成する機
器・配管系（計装等の
小口径配管・機器は除
く。）

原子炉圧力容器

上部格子板

制御棒駆動機構

制御棒駆動機構カップリング

制御棒駆動機構ラッチ機構

炉心シュラウド

シュラウドサポート

制御棒駆動機構ハウジング

制御棒

炉心支持板

制御棒案内管

制御棒駆動機構ハウジング

中性子束計装管ハウジング

燃料支持金具

２）未臨界維持機能
原子炉停止系（制御棒
による系，ほう酸水注
入系）

安全施設一覧
柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

制御棒案内管
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分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

直接関連系
（残留熱除去系）

熱交換器バイパス配管及び弁

残留熱除去系
（間接関連系）

ポンプテストライン配管・弁，停止時冷却
モード注入ライン試験可能逆止弁試験装置

　ﾀｰﾋﾞﾝへの蒸気供給配管，弁

　ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝ配管，弁

　ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙｽﾄﾚｰﾅ

　復水貯蔵槽

　復水貯蔵槽出口水源切換弁

　ポンプの復水貯蔵槽からの吸込配管，弁

　潤滑油冷却器及びその冷却器までの
　冷却供給配管

原子炉隔離時冷却
系
（間接関連系）

復水補給水系（封水機能），ポンプテストラ
イン配管・弁，注水ライン試験可能逆止弁試
験装置，タービン軸封装置，タービン／ポン
プ室空調機

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝ配管，弁

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙｽﾄﾚｰﾅ

復水貯蔵槽

復水貯蔵槽出口水源切換弁

ﾎﾟﾝﾌﾟの復水貯蔵槽からの吸込配管，弁

高圧炉心注水系
（間接関連系）

ポンプテストライン配管・弁，注水ライン試
験可能逆止弁試験装置，復水補給水系（封水
機能）

原子炉圧力容器から逃がし安全弁までの主蒸
気配管

駆動用窒素源　（ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，ｱｷｭﾑﾚｰﾀから逃が
し安全弁までの配管，弁）

逃がし安全弁
（手動逃がし機
能）
（間接関連系）

高圧窒素ガス供給系

原子炉圧力容器から逃がし安全弁までの主蒸
気配管

駆動用窒素源　（ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，ｱｷｭﾑﾚｰﾀから逃が
し安全弁までの配管，弁）

自動減圧系
（手動逃がし機
能）
（間接関連系）

高圧窒素ガス供給系

直接関連系
（自動減圧系
（手動逃がし機
能））

直接関連系
（高圧炉心注水
系）

直接関連系
（原子炉隔離時冷
却系）

残留熱除去系　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，熱交換器，原子炉停止時冷却モードの
ルートとなる配管及び弁）

原子炉隔離時冷却系（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ，ﾀｰﾋﾞﾝ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰ
ﾙから注水先までの配管，弁）

高圧炉心注水系　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ，配管，弁，注入ヘッ
ダ）

逃がし安全弁（手動逃がし機能）

１）異常状態発生時に原
子炉を緊急に停止し，残
留熱を除去し，原子炉冷
却材圧力バウンダリの過
圧を防止し，敷地周辺公
衆への過度の放射線の影
響を防止する構築物，系
統及び機器

MS-1

自動減圧系（手動逃がし機能）

４）原子炉停止後の除
熱機能

残留熱を除去する系統
（（残留熱除去系（原
子炉停止時冷却モー
ド），原子炉隔離時冷
却系，高圧炉心注水系,
逃がし安全弁（手動逃
がし機能），自動減圧
系（手動逃がし機
能））

直接関連系
（逃がし安全弁
（手動逃がし機
能））
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分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝの配管，弁

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙｽﾄﾚｰﾅ

残留熱除去系
（低圧注水モー
ド）
（間接関連系）

封水ポンプ・封水ライン配管・弁，ポンプテ
ストライン配管・弁，注水ライン試験可能逆
止弁試験装置

ﾀｰﾋﾞﾝへの蒸気供給配管，弁

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝ配管，弁

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙｽﾄﾚｰﾅ

復水貯蔵槽

復水貯蔵槽出口水源切換弁

ﾎﾟﾝﾌﾟの復水貯蔵槽からの吸込配管，弁

潤滑油冷却器及びその冷却器までの冷却水供
給配管

原子炉隔離時冷却
系
（間接関連系）

復水補給水系（封水機能），ポンプテストラ
イン配管・弁，注水ライン試験可能逆止弁試
験装置，タービン軸封装置，タービン／ポン
プ室空調機

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙｽﾄﾚｰﾅ

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝ配管，弁

復水貯蔵槽

復水貯蔵槽出口水源切換弁

ﾎﾟﾝﾌﾟの復水貯蔵槽からの吸込配管

高圧炉心注水系
（間接関連系）

ポンプテストライン配管・弁，注水ライン試
験可能逆止弁試験装置，復水補給水系（封水
機能）

原子炉圧力容器から逃がし安全弁までの主蒸
気配管

駆動用窒素源　（ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，ｱｷｭﾑﾚｰﾀから逃が
し安全弁までの配管，弁）

自動減圧系
（逃がし安全弁）
（間接関連系）

高圧窒素ガス供給系

残留熱除去系（低圧注水モード）　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ，ｻﾌﾟ
ﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙから注水先までの配管，弁（熱交換器ﾊﾞｲﾊﾟｽﾗｲﾝ含
む），注水ﾍｯﾀﾞ）

原子炉隔離時冷却系　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ，ﾀｰﾋﾞﾝ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ
ﾌﾟｰﾙから注水先までの配管，弁）

直接関連系
（高圧炉心注水
系）

高圧炉心注水系（ﾎﾟﾝﾌﾟ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙから注水先
までの配管，弁，注水ﾍｯﾀﾞ）

直接関連系
（原子炉隔離時冷
却系）

直接関連系
（残留熱除去系
（低圧注水モー
ド））

自動減圧系（逃がし安全弁）

１）異常状態発生時に原
子炉を緊急に停止し，残
留熱を除去し，原子炉冷
却材圧力バウンダリの過
圧を防止し，敷地周辺公
衆への過度の放射線の影
響を防止する構築物，系
統及び機器

非常用炉心冷却系（低
圧注水系，原子炉隔離
時冷却系，高圧炉心注
水系，自動減圧系）

MS-1

５）炉心冷却機能

直接関連系
（自動減圧系
（逃がし安全
弁））
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分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

ダイヤフラムフロア

ベント管

スプレイ管

ベント管付真空破壊弁

逃がし安全弁排気管のｸｴﾝﾁｬ

不活性ガス系

ドライウェル冷却系

残留熱除去系（サプレッションプール水冷却
モード）

直接関連系
（原子炉建屋）

原子炉建屋常用換気空調系隔離弁

原子炉建屋
（間接関連系）

計装用空気系

直接関連系
（原子炉格納容器
隔離弁及び格納容
器バウンダリ配
管）

主蒸気隔離弁駆動用空気又は窒素源
（ｱｷｭﾑﾚｰﾀ，ｱｷｭﾑﾚｰﾀから主蒸気隔離弁までの
配管，弁）

原子炉格納容器隔
離弁及び格納容器
バウンダリ配管
（間接関連系）

不活性ガス系

ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰﾗｲﾝの配管，弁

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙｽﾄﾚｰﾅ

残留熱除去系
（原子炉格納容器ｽ
ﾌﾟﾚｲ冷却ﾓｰﾄﾞ）
（間接関連系）

封水ポンプ及び封水ラインの配管・弁，ポン
プテストライン配管・弁

乾燥装置（乾燥機能部分）

排気筒（非常用ガス処理系排気管の支持機
能）

非常用ガス処理系
（間接関連系）

フィルタ装置スペースヒータ

直接関連系
（可燃性ガス濃度
制御系）

残留熱除去系（再結合装置への冷却水供給を
司る部分）

原子炉格納容器　（格納容器本体，貫通部，所員用エアロック，
機器搬入ハッチ，座部鉄筋コンクリートマット）

直接関連系
（原子炉格納容
器）

直接関連系
（残留熱除去系
（原子炉格納容器ｽ
ﾌﾟﾚｲ冷却ﾓｰﾄﾞ））

直接関連系
（非常用ガス処理
系）

原子炉格納容器
（間接関連系）

原子炉建屋　（原子炉建屋原子炉棟）

原子炉格納容器隔離弁及び格納容器バウンダリ配管

主蒸気流量制限器

非常用ガス処理系（乾燥装置，排風機，ﾌｨﾙﾀ装置，原子炉建屋原
子炉棟吸込口から排気筒頂部までの配管，弁）

残留熱除去系（原子炉格納容器ｽﾌﾟﾚｲ冷却ﾓｰﾄﾞ）　（ﾎﾟﾝﾌﾟ，熱交
換器，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ，ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙからｽﾌﾟﾚｲ先（ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ及びｻﾌﾟ
ﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ気相部）までの配管，弁，ｽﾌﾟﾚｲ・ﾍｯﾀﾞ（ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ及びｻ
ﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ））

遮蔽設備（原子炉遮蔽壁，一次遮蔽壁，二次遮蔽壁）

可燃性ガス濃度制御系　（再結合装置，格納容器から再結合装置
までの配管，弁，再結合装置から格納容器までの配管，弁）

原子炉格納容器，原子
炉格納容器隔離弁，原
子炉格納容器ｽﾌﾟﾚｲ冷却
系，原子炉建屋，非常
用ガス処理系，非常用
再循環ガス処理系，可
燃性ガス濃度制御系

６）放射性物質の閉じ
込め機能，放射線の遮
蔽及び放出低減機能

１）異常状態発生時に原
子炉を緊急に停止し，残
留熱を除去し，原子炉冷
却材圧力バウンダリの過
圧を防止し，敷地周辺公
衆への過度の放射線の影
響を防止する構築物，系
統及び機器

MS-1
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分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

燃料系（軽油タンク～機関）

始動用空気系（空気だめ～機関）

吸気系

冷却水系

非常用所内電源系
（間接関連系）

始動用空気系（空気圧縮機～空気だめ），排
気配管

直接関連系
（原子炉補機冷却
水系）

ｻｰｼﾞﾀﾝｸ

ｽﾄﾚｰﾅ（異物除去機能を司る部分）

取水路（屋外トレンチ含む）
原子炉補機冷却海
水系
（間接関連系）

取水路スクリーン

直流電源系
（間接関連系）

充電器，蓄電池室排気系

原子炉冷却材浄化系（原子炉冷却材圧力バウンダリから外れる部
分）

主蒸気系

原子炉隔離時冷却系ﾀｰﾋﾞﾝ蒸気供給ﾗｲﾝ（原子炉冷却材圧力バウン
ダリから外れる部分であって外側隔離弁下流からタービン止め弁
まで）

中央制御室

中央制御室換気空調系（放射線防護機能及び有毒ガス防護機能）
（非常用再循環送風機，非常用再循環ﾌｨﾙﾀ装置，空調ﾕﾆｯﾄ，送風
機，排風機，ダクト及びダンパ）

原子炉補機冷却水系
（ﾎﾟﾝﾌﾟ，熱交換器，非常用系負荷冷却ﾗｲﾝ配管，弁）

計測制御電源系　（蓄電池から非常用計測制御装置までの配電設
備及び電路）

原子炉補機冷却海水系
（ﾎﾟﾝﾌﾟ，配管，弁，ｽﾄﾚｰﾅ（MS-1関連））

直接関連系
（原子炉補機冷却
海水系）

直流電源系　（蓄電池，蓄電池から非常用負荷までの配電設備及
び電路）

非常用所内電源系（ディーゼル機関，発電機，発電機から非常用
負荷までの配電設備及び電路）

・非常用炉心冷却系作動の安全保護回路
・主蒸気隔離の安全保護回路
・原子炉格納容器隔離の安全保護回路
・非常用ガス処理系作動の安全保護回路

PS-2

2)安全上特に重要な関
連機能

非常用所内電源系，制
御室及びその遮蔽，非
常用換気空調系，非常
用補機冷却水系，直流
電源系（いずれも，MS-
1関連のもの）

1)原子炉冷却材を内蔵
する機能（ただし，原
子炉冷却材圧力バウン
ダリから除外されてい
る計装等の小口径のも
の及びバウンダリに直
接接続されていないも
のは除く。）

MS-1

1)その損傷又は故障によ
り発生する事象によっ
て，炉心の著しい損傷又
は燃料の大量の破損を直
ちに引き起こす恐れはな
いが，敷地外への過度の
放射性物質の放出の恐れ
のある構築物，系統，お

よび機器

１）工学的安全施設及
び原子炉停止系の作動
信号の発生機能

安全保護系

主蒸気系，原子炉冷却
材浄化系（いずれも，
格納容器隔離弁の外側
のみ）

２）安全上必須なその他
の構築物，系統及び機器

直接関連系
（非常用所内電源
系）

中央制御室遮蔽

原子炉緊急停止の安全保護回路
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分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

放射性気体廃棄物
処理系
（間接関連系）

排ガスフィルタ，排ガス抽出器，配管・弁

使用済燃料プール
（間接関連系）

燃料プール冷却浄化系（燃料プールの冷却機
能を司る範囲）

直接関連系
（燃料取扱設備）

原子炉ウェル

2)通常運転時及び運転時
の異常な過渡変化時に作
動を要求されるもので
あって，その故障により
炉心冷却が損なわれる可
能性の高い構築物，系統
及び機器

1)安全弁及び逃がし弁
の吹き止まり機能

逃がし安全弁（吹き止
まり機能に関連する部
分）

ポンプミニマムフローラインの配管，弁

サンプレッションプールストレーナ

残留熱除去系
（間接関連系）

封水ポンプ及び封水ラインの配管・弁，ポン
プテストライン配管・弁

直接関連系
（原子炉建屋）

原子炉建屋常用換気空調系隔離弁

原子炉建屋
（間接関連系）

計装用圧縮空気系

乾燥装置（乾燥機能部分）

排気筒（非常用ガス処理系排気管の支持機
能）

非常用ガス処理系
（間接関連系）

フィルタ装置スペースヒータ

燃料取替機

原子炉建屋クレーン

原子炉建屋原子炉棟

非常用ガス処理系

排気筒（非常用ガス処理系排気管の支持機能以外の部分）

燃料プール冷却材浄化系の燃料プール入口逆止弁

逃がし安全弁（吹き止まり機能に関連する部分）

残留熱除去系（ポンプ，サプレッションプール，サプレッション
プールから燃料プールまでの配管，弁）

放射性気体廃棄物処理系（OG系）隔離弁

放射性気体廃棄物処理系　（活性炭式希ガスホールドアップ装
置）

使用済燃料プール　（使用済燃料貯蔵ラックを含む）

新燃料貯蔵庫（臨界を防止する機能）
　　（減速材流入防止堰又は新燃料貯蔵ラック）

PS-2

2)原子炉冷却材圧力バ
ウンダリに直接接続さ
れていないものであっ
て，放射性物質を貯蔵
する機能

放射性廃棄物処理施設
（放射能インベントリ
の大きいもの），使用
済燃料プール（使用済
燃料貯蔵ラックを含
む）

1)その損傷又は故障によ
り発生する事象によっ
て，炉心の著しい損傷又
は燃料の大量の破損を直
ちに引き起こす恐れはな
いが，敷地外への過度の
放射性物質の放出の恐れ
のある構築物，系統，お

よび機器

3)燃料を安全に取り扱
う機能

燃料取扱設備

1)PS-2の構築物，系統及
び機器の損傷又は故障に
より敷地周辺公衆に与え
る放射線の影響を十分小
さくするようにする構築
物，系統及び機器

2)放射性物質放出の防
止機能

放射性気体廃棄物処理
系の隔離弁，排気筒
（非常用ガス処理系排
気管の支持機能以外）

燃料集合体落下事故時
放射能放出を低減する
系

MS-2

非常用補給水系
1)燃料プール水の補給
機能

直接関連系
（残留熱除去系）

直接関連系
（非常用ガス処理
系）
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分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

2)異常状態の緩和機能 BWRには対象機能なし。

3)制御室外からの安全
停止機能

制御室外原子炉停止装
置（安全停止に関連す
るもの）

原子炉再循環ポン
プ
（間接関連系）

制御棒駆動水圧系（パージ水）

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ水排 ポンプ，配管，弁

液体廃棄物処理系
（間接関連系）

サンプ・ポンプ・配管・弁，ろ過脱塩装置，
濃縮装置（環境放出可能水の部分は含ま
ず），堰

固体廃棄物処理系
（間接関連系）

ポンプ，配管，弁

固定子冷却装置

発電機水素ガス冷却装置

軸密封油装置

励磁電源系

発電機及びその励磁装置（発電機，励磁機）

1)原子炉冷却材保持機
能（PS-1,2以外のも
の）

固体廃棄物処理系　（冷却材浄化系沈降分離槽，使用済樹脂槽，
濃縮廃液タンク，固体廃棄物貯蔵庫）

新燃料貯蔵ラック

新燃料貯蔵庫

タービン，
発電機及びその励磁装
置，
復水系（復水器を含
む）
給水系，
循環水系，
送電線，
変圧器，
開閉所

放射性廃棄物処理施設
（放射能インベントリ
の小さいもの）　注）
液体廃棄物処理系

注）現状では，液体及
び固体の放射性廃棄物
処理系が考えられる。

事故時監視計器の一部

復水貯蔵槽

原子炉再循環系

・原子炉水位（広帯域，燃料域）
・原子炉圧力

原子炉冷却材圧力バウ
ンダリから除外される
計装等の小口径配管，
弁

計装配管，弁

試料採取系配管，弁

ドレン配管，弁

ベント配管，弁

・中性子束（起動領域モニタ）
・原子炉スクラム用電磁接触器の状態
・制御棒位置

制御室外原子炉停止装置（安全停止に関連するもの）の操作回路

2)異常状態への対応上特
に重要な構築物，系統及
び機器

PS-3

4)電源供給機能（非常
用を除く）

1)事故時のプラント状
態の把握機能

MS-2

1)異常状態の起因事象と
なるものであってPS-1及
びPS-2以外の構築物，系
統及び機器

3)放射性物質の貯蔵機
能

2)原子炉冷却材の循環
機能

・原子炉格納容器圧力
・サプレッション・プール水温度
・原子炉格納容器エリア放射線量率

［低温停止への移行］
・原子炉圧力
・原子炉水位（広帯域）
［ドライウェルスプレイ］
・原子炉水位（広帯域，燃料域）
・原子炉格納容器圧力
［サプレッション・プール冷却］
・原子炉水位（広帯域，燃料域）
・サプレッション・プール水温度
［可燃性ガス濃度制御系起動］
・原子炉格納容器水素濃度
・原子炉格納容器酸素濃度

原子炉再循環ポンプ

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ水排水系　（ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ水ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）

液体廃棄物処理系　（低電導度廃液系，高電導度廃液系）

直接関連系
（発電機及び励磁
装置）
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分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

主蒸気系（主蒸気／駆動源）

タービン制御系

タービン潤滑油系

蒸気タービン
（間接関連系）

蒸気乾燥器（炉内構造物），湿分分離加熱
器，タービングランド蒸気系，タービン補助
蒸気系

直接関連系
（復水系（復水器
含む））

復水器空気抽出系（蒸気式空気抽出系，配管
／弁）

直接関連系
（給水系）

駆動用蒸気

直接関連系
（循環水系）

取水設備（屋外トレンチを含む）

循環水系
（間接関連系）

放水設備

油劣化防止装置
冷却装置

5)プラント計測・制御
機能（安全保護機能を
除く）

原子炉制御系，
運転監視補助装置（制
御棒価値ミニマイ
ザ），
原子炉格計装の一部，
原子炉プラントプロセ
ス計装の一部

直接関連系
（補助ボイラ設
備）

補助ボイラ用変圧器から補助ボイラ給電部ま
での配電設備及び電路

復水系（復水器を含む）　（復水器，復水ポンプ，配管／弁）

循環水系　（循環水ポンプ，配管／弁）

常用所内電源系（発電機又は外部電源系から所内負荷までの配電
設備及び電路（MS-1関連以外））

所内蒸気系及び戻り系（ポンプ，配管／弁）

500kV及び154kV送電線
変圧器（所内変圧器）

開閉所（母線，遮断器，断路器，電路）

直流電源系（蓄電池，蓄電池から常用負荷までの配電設備及び電
路（MS-1関連以外））

給水系（電動駆動給水ポンプ，タービン駆動給水ポンプ，給水加
熱器，配管／弁）

補助ボイラ設備，計装
用圧縮空気系

蒸気タービン（主タービン，主要弁，配管）

計装制御電源系（電源装置から常用計測制御装置までの配電設備
及び電路（MS-1関連以外））

・原子炉制御系（制御棒価値ミニマイザを含む）
・原子炉核計装
・原子炉プラントプロセス計装

タービン，
発電機及びその励磁装
置，
復水系（復水器を含
む）
給水系，
循環水系，
送電線，
変圧器，
開閉所

直接関連系
（変圧器）

PS-3

6)プラント運転補助機
能

4)電源供給機能（非常
用を除く）

1)異常状態の起因事象と
なるものであってPS-1及
びPS-2以外の構築物，系
統及び機器

補助ボイラ設備（補助ボイラ，給水タンク，給水ポンプ，配管／
弁）

変圧器（起動用開閉所変圧器，起動変圧器，予備電源変圧器，工
事用変圧器，共通用高圧母線，共通用低圧母線）

直接関連系
（蒸気タービン）

8 



分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

後部冷却器

気水分離器

空気貯槽

直接関連系
（タービン補機冷
却水系）

サージタンク

直接関連系
（復水補給水系）

復水貯蔵槽

燃料被覆管
（間接関連系）

ウォーターロッド

原子炉冷却材浄化
系
（間接関連系）

制御棒駆動水圧系（パージ水）

原子炉圧力容器から逃がし安全弁までの主蒸
気配管

駆動用窒素源（アキュムレータ，アキュム
レータから逃がし安全弁までの配管，弁）

逃がし安全弁
（逃がし弁機能）
（間接関連系）

高圧窒素ガス供給系

原子炉圧力容器からタービンバイパス弁まで
の主蒸気配管

駆動用油圧源（アキュムレータ，アキュム
レータからタービンバイパス弁までの配管，
弁）

タービンバイパス
弁
（間接関連系）

駆動用油圧系

2)出力上昇の抑制機能

原子炉冷却材再循環系
（再循環ポンプトリッ
プ機能），制御棒引抜
監視装置

ポンプサクションフィルタ

ポンプミニマムフローライン配管，弁

タービン補機冷却水系（タービン補機冷却ポンプ，熱交換器，配
管／弁）

復水浄化系（復水ろ過装置，復水脱塩装置，配管，弁）

上/下部端栓

燃料被覆管

計装用圧縮空気設備（空気圧縮機，中間冷却器，配管，弁）

1)運転時の異常な過渡変
化があっても，MSｰ1,2と
あいまって事象を緩和す
る構築物，系統及び機器

タイロッド

制圧棒駆動水圧系（ポンプ，復水貯蔵槽，復水貯蔵槽から制御棒
駆動機構までの配管及び弁）

タービンバイパス弁

原子炉冷却材浄化系（再生熱交換器，非再生熱交換器，ポンプ，
ろ過脱塩装置，配管，弁）

直接関連系
（制御棒駆動水圧
系）

原子炉冷却材浄化系，
復水浄化系

1)原子炉圧力上昇の緩
和機能

逃がし安全弁（逃がし
弁機能），タービンバ
イパス弁

2)原子炉冷却材の浄化
機能

・原子炉再循環制御系
・制御棒引抜阻止インターロック
・選択制御棒挿入系の操作回路

直接関連系
（タービンバイパ
ス弁）

直接関連系
（逃がし安全弁
（逃がし弁機
能））

燃料被覆管

補助ボイラ設備，計装
用圧縮空気系

復水補給水系（復水移送ポンプ，配管／弁）

原子炉補機冷却水系(MS-1)関連以外（配管／弁）

タービン補機冷却海水系（タービン補機冷却海水ポンプ，配管／
弁，ストレーナ）

PS-3

6)プラント運転補助機
能

MS-3

1)異常状態の起因事象と
なるものであってPS-1及
びPS-2以外の構築物，系
統及び機器

2)原子炉冷却材中放射性
物質濃度を通常運転に支
障のない程度に低く抑え
る構築物系統及び機器

1)核分裂生成物の原子
炉冷却材中の放散防止
機能

3)原子炉冷却材の補給
機能

制御棒駆動水圧系，原
子炉隔離時冷却系

直接関連系
（計装用圧縮空気
設備）

逃がし安全弁（逃がし弁機能）
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分類 定義 機能 構築物，系統又は機器
重要度分類指針 柏崎刈羽原子力発電所　6号及び7号炉

タービンへの蒸気供給配管，弁

ポンプミニマムフローライン配管，弁

潤滑油冷却器及びその冷却器までの冷却水供
給配管

原子炉隔離時冷却
系
（間接関連系）

復水補給水系（封水機能），ポンプテストラ
イン配管・弁，注水ライン試験可能逆止弁試
験装置，タービン軸封装置，タービン／ポン
プ室空調機

4)原子炉冷却材の再循
環流量低下の緩和機能

原子炉冷却材再循環ポ
ンプMGセット

5)タービントリップ

情報収集設備

通信連絡設備

資料及び器材

遮へい設備

圧力調整用消火ポンプ，電動駆動消火ポン
プ，ディーゼル駆動消火ポンプ

ろ過水タンク

火災検出装置（受信機含む）

防火扉，防火ダンパ，耐火壁，隔壁（消火設
備の機能を維持担保するために必要なもの）

直接関連系
（安全避難通路）

安全避難用扉

安全避難通路
（間接関連系）

誘導灯，標識

1)運転時の異常な過渡変
化があっても，MSｰ1,2と
あいまって事象を緩和す
る構築物，系統及び機器

BWRには対象機能なし。

原子炉隔離時冷却系（ポンプ，タービン，復水貯蔵槽，復水貯蔵
槽から注入先までの配管，弁）

直接関連系
（原子炉隔離時冷
却系）

2)異常状態への対応上必
要な構築物，系統及び機
器

1)緊急時対策上重要な
もの及び異常状態の把
握機能

原子力発電所緊急時対
策所，試料採取系，通
信連絡設備，放射能監
視設備，事故時監視計
器の一部，消火系，安
全避難通路，非常用照
明

事故時監視計器の一部

非常用照明

免震重要棟内緊急時対策所，
３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

試料採取系（異常時に必要な下記の機能を有するもの，原子炉冷
却材放射性物質濃度サンプリング分析，原子炉格納容器雰囲気放
射性物質濃度サンプリング分析）

通信連絡設備（1つの専用回路を含む複数の回路を有する通信連絡
設備）

安全避難通路

消火系（水消火設備，泡消火設備）

放射能監視設備

直接関連系
（消火系）

直接関連系
（免震重要棟内緊
急時対策所，
３号炉原子炉建屋
内緊急時対策所）

原子炉冷却材再循環ポンプMGセット

MS-3

3)原子炉冷却材の補給
機能

制御棒駆動水圧系，原
子炉隔離時冷却系

消火系（二酸化炭素消火設備，等）

10 



区分分離の設計方針（補足説明）

参考２



（1）内的エネルギー

機器 設計方針

配管の損傷において
影響がある機器

（格納容器内）

パイプホイップ評価を行い，配管の破断により安全機能が損なわれないような配置設計（必要に応じてパイプホ
イップレストレイントを設置）とする。

（格納容器外）

系統区分を考慮した配置とし，安全上重要な系統及び機器については，原則，各区分ごとに障壁による分離配置
を行い，配管の破断配管と分離する設計とする。

回転機器の損傷にお
いて影響がある機器

（タービンミサイル）
・「タービンミサイル評価について」（昭和52年7月20日原子力委員会原子炉安全専門審査会）に基づきタービンミ
サイル評価を行い，使用済燃料プールへの落下確率が10-7/年以下であるように配置上の考慮を行う。
・タービンミサイルが貫通しない障壁を設ける設計とする。

（その他ポンプ，モータ等のインターナルミサイル）
・ポンプ，モータ，タービン（RCIC系，給水系）などの異常によりミサイルが発生する確率が10-7/年以下であること。
・上記が不可能な場合には，安全上重要な系統，機器へのミサイル落下確率（破損に至らしめる確率）が10-7/年以
下であること。
・上記が不可能な場合には，離隔壁を追加すること。

内的エネルギーとしては，「配管内の高エネルギー」と「回転機器の回転エネルギー」がある。
これらエネルギーに対しての分離設計に対するクライテリアを下表に示す。

1



（1-1）内的エネルギー（配管の損傷）

＜安全上の設計要求＞

破断を想定した以外のRPVバウンダリを構成するECCS等配管およびSRV排気管を含むADS機能によりプラントが安全に停止できること

配管の損傷においては，高温，高圧の配管系が不特定の原因により破断した際に起きる配管のむち打ち現象（パイプ
ホイップ）による安全機能への影響を考慮する。配置設計，配管応力及びジェット力を踏まえて，配管破断時に安全上の
設計要求を満足する設計とする。

原子炉建屋１階

MSトンネル室

機器 設計方針

配管の損傷におい
て影響がある機器

（格納容器内）

パイプホイップ評価を行い，配管の破断により安全機能が損なわれないような配置設計（必要に応じてパ
イプホイップレストレイントを設置）とする。

（格納容器外）

系統区分を考慮した配置とし，安全上重要な系統及び機器については，原則，各区分ごとに障壁による
分離配置を行い，配管の破断配管と分離する設計とする。

MSトンネル室での配管の破断を考慮し

た場合，区分Ⅱ，区分Ⅲの安全機能に
影響がないよう障壁による分離配置が
達成されている。

＜PCV外での障壁による分離例＞

2



【補足：パイプホイップ評価（１／２）】
3

①配管系のうち，高エネルギ―配管の応力評価を踏まえ，破断箇所を特定する。
②配管破断時のパイプホイップによる防護対象設備への影響を評価する。
③影響が想定される場合はパイプホイップレストレイントを設置する。
④最終的な配置設計を踏まえて安全上の要求を満足していることの確認を行う。

格納容器内高エネルギー配管の鳥瞰図の例

＜パイプホイップ評価の基本方針＞

区域 高エネルギー配管

格納容器外

主蒸気系配管

給水系配管

原子炉隔離時冷却系配管

原子炉冷却材浄化系配管

制御棒駆動水圧系配管

格納容器内

主蒸気系配管

給水系配管

残留熱除去系配管

高圧炉心注水系配管

原子炉隔離時冷却系配管

原子炉冷却材浄化系配管

制御棒駆動水圧系配管

ほう酸水注入系配管

＜高エネルギー配管の定義＞
プラントの通常運転圧力，および温度の最高値が，それぞれ19.3kg/cm2（275psig）

を超えるか，または93.3℃（200°F)を超える配管。ただし，プラントの通常運転中，そ
の系統が運転されている時間に対して，上記圧力または温度を超える時間が，2%以
下の系統の配管は，低エネルギー配管とみなす。



【補足：パイプホイップ評価（２／２）】

＜概略フローチャート＞

破断配管の特定

防護対象設備に
影響を及ぼすか

評価完了

パイプホイップレストレイントの基本設計

総合チェック（PCV内の配置確認及び
設計要求を満足していることの確認）

YES

NO

【通常時】 【配管破断時】

＜パイプホイップレストレイント＞

パイプホイップから防護対象設備を防護するための
U字型のレストレイント。破断配管のむち打ち変位を
拘束すること及びエネルギーの吸収を目的とする。

パイプホイップレストレイントの構造

＜配管破断時の挙動＞

上記方針にてパイプホイップレストレイントを設置することにより,PCV内での
パイプホイップ時について安全上の設計要求を満足していることを確認。
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（1-2）内的エネルギー（回転機器の損傷）
5

機器 設計方針

回転機器の損傷にお
いて影響がある機器

（タービンミサイル）
・「タービンミサイル評価について」（昭和52年7月20日原子力委員会原子炉安全専門審査会）に基づきタービンミ
サイル評価を行い，使用済燃料プールへの落下確率が10-7/年以下であるように配置上の考慮を行う。
・タービンミサイルが貫通しない障壁を設ける設計とする。

（その他ポンプ，モータ等のインターナルミサイル）
・ポンプ，モータ，タービン（RCIC系，給水系）などの異常によりミサイルが発生する確率が10-7/年以下であること。
・上記が不可能な場合には，安全上重要な系統，機器へのミサイル落下確率（破損に至らしめる確率）が10-7/年以
下であること。
・上記が不可能な場合には，離隔壁を追加すること。



＜評価対象施設＞
a.タービンミサイル発生及びこれに付随して生ずる異常状態後のプラント

安全停止に必要なもの
b.内蔵する放射性物質のインベントリが大きく損傷した場合，敷地外へ

の過度の放射性物質放出の恐れがあるもの

【補足：タービンミサイル】

6

高速回転機器の破損によって破損する飛散物の評価については，
「タービンミサイル評価について」（昭和52年7月20日原子力委員会原子炉安全専門審査会）に基づき評価する。

評価対象施設 損傷確率評価

a (a) 原子炉停止系 配置的に分離されているた
めの評価対象外(b) 逃がし安全弁または自動減圧系（手動逃がし機能）

(c) 隔離時冷却系または高圧注入系

(d) 残留熱除去系（停止時冷却モード）

(e) 非常用所内電源系

(f) 制御室 多様性を有する設計である
ため評価対象外

b (g) 原子炉格納容器と原子炉冷却材圧力バウンダリの同時破損 厚さ2mの遮蔽壁で防護され
ているため評価対象外

(h) 使用済燃料プール 評価対象

＜タービンミサイル評価＞
使用済燃料プールへの落下確率が10-7/年以下であるように配置上の考慮を行う

図 タービンミサイルを防止する設計



（2）火災において影響がある機器（距離による分離）

●ケーブルの分離
IEEE384-1992に基づく離隔距離により分離する設計とする。

0.9m

1.5m

動力ケーブル（蓋なし）の例 制御・計装ケーブル（蓋なし）の例 動力，制御・計装ケーブル （蓋あり）の例

ケーブルトレイ

動力ケーブル

2.5cm

7.5cm

ケーブルトレイ

制御・計装ケーブル

2.5cm

2.5cm

ケーブルトレイ

動力ケーブル

蓋

7



（2）火災において影響がある機器（障壁による分離）

●補機の分離
耐火障壁等により分離する設計とする（例：RHR系ポンプ）。
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●光変換カードによる分離

一方の回路で短絡，地絡等の故障が生じた場合でも，他方の回路の安全機能に影響を与えないよ
うに，光変換カードによって電気信号を光に変換して伝送を行うことで電気的に分離する設計とする。

9

FD

ハードSW
※

FD

ハードSW
※

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

残留熱除去系 作動
現場多重

伝送

残留熱除去系 作動
現場多重

伝送

残留熱除去系 作動
現場多重

伝送

検出器

区分Ⅰ

設定値
比較

検出器

区分Ⅱ

現場多重
伝送

設定値
比較

検出器

区分Ⅲ

現場多重
伝送

設定値
比較

検出器

区分Ⅳ

現場多重
伝送

設定値
比較

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

FD

現場 現場中央制御室

光伝送

メタル伝送

盤

※ 光変換カード

FD ： ﾌﾗｯﾄﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

作動回路

2 out of 4論理

作動回路

2 out of 4論理

作動回路

2 out of 4論理

現場多重
伝送

ハードSW
※

区分Ⅰ

電気的分離

電気信号

光変換カード

光ケーブル

光変換カード

送信側 受信側

電気信号

区分Ⅱ

（3）隔離装置（１／２）



●遮断器による分離

他の回路に過電流が生じた場合でも，当該回路の安全機能に影響を与えないように，電気回路の
接点を開放することにより電気的に分離する設計とする。

10

（3）隔離装置（２／２）

非常用高圧母線Ｃ

非常用低圧母線Ｃ－１ 非常用低圧母線Ｃ－２

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
）

共
通
用
高
圧
母
線
Ｓ
Ａ―

１
よ
り

共
通
用
高
圧
母
線
Ｓ
Ｂ―

２
よ
り

緊
急
用
高
圧
母
線
よ
り

（凡例）

：遮断器

常用系

（重大事故等対処設備）

区分Ⅰ

の遮断器を開放することにより
区分Ⅰの回路を電気的に分離する。
（区分Ⅱ～Ⅳも同様）

：変圧器



（4）溢水（１／４）

（Ａ）同一機能内での区分分離（独立性の確保）

（Ｂ）異なる機能間での区分分離（機能的隔離及び物理的分離）
（共通）

溢水の発生要因（想定破損，消火等，地震起因）ならびに溢水影響モード（没水，被水，蒸気曝露）そ
れぞれに対し，『溢水の発生防止』※1『溢水の拡大防止』※2『溢水の影響防止』※3の3方策を適切に組み
合わせることにより，複数の安全区分が同時に機能喪失しないよう設計している。

※1 溢水の発生防止対策例 ： 耐震性強化，隔離運用等
※2 溢水の拡大防止対策例 ： 止水処理，検知器の設置等
※3 溢水の影響防止対策例 ： 機能喪失判定値の向上，防護対象設備移設等

11



【想定破損】
：溢水の影響を評価するために想定する機器の破損等により生じる溢水

• 水，油，蒸気を内包する設備（系統）を溢水源として想定
• 発生箇所は溢水源が存在する区画で，単一箇所での発生を想定

【消火等】
：発電所内で生じる異常状態（火災を含む）の拡大防止のために設置される系統からの放水によ
る溢水

• PCVスプレイによる放水，消火栓からの放水を溢水源として想定
• 発生箇所は，PCVスプレイはPCV内，消火栓からの放水は火災発生時に消火栓による消

火活動を行う区画
• ガス消火設備や消火器等を用いて消火活動を行うことを前提としている区画は，消火栓

からの放水を想定しない

【地震起因】
：地震に起因する機器の破損等により生じる溢水

• 耐震B,Cクラスに分類され，基準地震動による地震力に対して耐震性が確保されてること
を確認していない設備を溢水源として想定

• また，地震に伴い発生する津波，SFPからのスロッシング水も溢水源として想定
• 全て同時に発生することを想定

【発生要因】

（4）溢水（２／４）
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【具体的評価例】

（4）溢水（３／４）
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【具体的評価例】

想定破損による没水影響評価の実施（具体的な評価実施例）

防護対象設備の機能喪失判定

溢水防護区画 溢水防護対象設備 区分 溢水水位(m) 機能喪失高さ
(m)

判定

没水 被水※1

R-B3-13
サプレッションプール浄化系ポンプ(G51-C001) Ⅰ

0.45
0.26 × -

サプレッションプール浄化系ポンプ室空調機 (U41-
B115) Ⅰ 0.14 × -

R-B3-6

原子炉隔離時冷却系ポンプ (E51-C001) Ⅰ

3.00

1.02 × ◯

原子炉隔離時冷却系蒸気タービン用主油ポンプ
(E51-C005) Ⅰ 1.02 × ◯

原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用蒸気タービン
(E51-C002) Ⅰ 1.02 × ◯

原子炉隔離時冷却系復水ポンプ(E51-C003) Ⅰ 0.24 × ◯

原子炉隔離時冷却系真空ポンプ(E51-C004) Ⅰ 0.24 × ◯

原子炉隔離時冷却系弁 (E51-MO-F012) Ⅰ 1.41 × ◯

原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出流量(E51-FT-006) Ⅰ 0.69 × ◯

原子炉隔離時冷却系弁 (E51-MO-F037) Ⅰ 3.01 ◯ ◯

原子炉隔離時冷却系弁 (E51-MO-F400) Ⅰ 2.16 × ◯

原子炉隔離時冷却系弁 (E51-MO-F001) Ⅰ 3.87 ◯ ◯

原子炉隔離時冷却系弁 (E51-MO-F006) Ⅰ 1.53 × ◯
原子炉隔離時冷却系弁 (E51-AO-F031) Ⅰ 0.34 × ◯

原子炉隔離時冷却系弁 (E51-AO-F032) Ⅰ 0.34 × ◯

原子炉隔離時冷却系弁 (E51-HO-F401) Ⅰ 1.09 × ◯

想定破損による没水影響評価の実施（具体的な評価実施例）

防護対象設備の機能喪失判定

溢水防護区
画

溢水防護対象設備 区分 溢水水位(m) 機能喪失高さ
(m)

判定

没水 被水※1

R-B3-5

残留熱除去系ポンプ(A) (E11-C001A) Ⅰ

2.22

0.55 × ◯
残留熱除去系弁 (E11-MO-F001A) Ⅰ 2.20 × ◯
残留熱除去系弁 (E11-MO-F012A) Ⅰ 1.77 × ◯
残留熱除去系弁 (E11-MO-F013A) Ⅰ 3.26 ◯ ◯
残留熱除去系弁 (E11-MO-F004A) Ⅰ 4.02 ◯ ◯
残留熱除去系熱交換器入口温度(E11-TE-
006A) Ⅰ 2.30 ◯ ◯

残留熱除去系ポンプ(A)室空調機(U41-B103) Ⅰ 0.26 × ◯

R-B3-2

原子炉水位 (B21-LT-006A) -

1.77

0.50 × -
残留熱除去系系統流量 (E11-FT-008A-2) Ⅰ 0.68 × -
ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ水位 (E22-LT-010A) - 0.50 × -
ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾌﾟｰﾙ水位 (E22-LT-010D) - 0.47 × -

※1：上階からの溢水伝播がある場合は被水による影響も評価する。無い場合は評価不要とし，「-」
で示す。（「5.3 想定破損による被水影響評価」参照）

※2：通路部においては，ゆらぎの効果（0.05ｍ）も考慮する。（補足説明資料17参照）

（4）溢水（４／４）
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RHR関連概要図

参考３



1

原
子
炉
圧
力
容
器

AO

RCW系※

RCW系※

RCW系※

MO
F005

NO
F006

残留熱除去系
ポンプ(B)

残留熱除去系
熱交換器(C)

RCW系※

RCW系※

RCW系※

残留熱除去系
ポンプ(C)

残留熱除去系
ポンプ(A)

残留熱除去系
熱交換器(B)

残留熱除去系
熱交換器(A)

タイライン

原子炉停止時冷却モード

区分Ⅰ より電源供給

区分Ⅱ より電源供給

区分Ⅲ より電源供給

※RCW系：原子炉補機冷却水系

サプレッション・チェンバ

ドライウェル

給水系から

原子炉格納容器

スキマサージ
タンクから

使用済燃料
プールへ

MO

ＲＨＲ系（原子炉停止時冷却モード） 系統図
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MO
F008

MO
F001

MO
F004

MO
F013

MO
F010

MO
F011

MO
F010

MO
F011

MO
F012

MO
F012

MO
F012

MO
F001

MO
F001

MO
F019

MO
F008

MO
F004

MO
F013

MO
F014

MO
F014

AO
F006

MO
F005

MO
F008

MO
F004

MO
F013

MO
F029

MO
F030

MO
F029

MO
F030

MO
F029

MO
F030
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原子炉建屋内補機等

非常用ディーゼル
発電設備

残留熱除去系機器等

残留熱除去系熱交換器

原子炉補機冷却海水ポンプ

原子炉補機
冷却水系
熱交換器

原子炉補機冷却水系
中間ループ循環ポンプ

(A) (D)

(A) (D)

(A) (D)

(A)

原子炉建屋内補機等

非常用ディーゼル
発電設備

残留熱除去系，高圧
炉心注水系機器等

残留熱除去系熱交換器

原子炉補機冷却海水ポンプ

原子炉補機
冷却水系
熱交換器

原子炉補機冷却水系
中間ループ循環ポンプ

(B) (E)

(B) (E)

(B) (E)

(B)

原子炉建屋内補機等
廃棄物処理系機器等

非常用ディーゼル
発電設備

残留熱除去系，高圧
炉心注水系機器等

残留熱除去系熱交換器

原子炉補機冷却海水ポンプ

原子炉補機
冷却水系
熱交換器

原子炉補機冷却水系
中間ループ循環ポンプ

(C) (F)

(C) (F)

(C) (F)

(C)

区分Ⅰ 区分Ⅱ 区分Ⅲ

ＲＣＷ系 系統図

AO

区分Ⅰ電源供給 区分Ⅱ電源供給 区分Ⅲ電源供給

FC FCFC

タイライン

ｻｰｼﾞ
ﾀﾝｸ

ｻｰｼﾞ
ﾀﾝｸ

ｻｰｼﾞ
ﾀﾝｸ

MO
F042

MO
F048

MO
F037

MO
F016

MO
F042

MO
F048

MO
F037AO MO

F016

MO
F042

MO
F048

MO
F037AO MO

F016
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原子炉補機冷却
水系熱交換器(A)

原子炉補機冷却
海水ポンプ (D)(A)

海水ストレーナ(A) (D)

放水ピット 放水ピット

原子炉補機冷却
水系熱交換器(D)

原子炉補機冷却
水系熱交換器(B)

原子炉補機冷却
海水ポンプ (E)(B)

海水ストレーナ(B) (E)

放水ピット 放水ピット

原子炉補機冷却
水系熱交換器(E)

原子炉補機冷却
水系熱交換器(C)

原子炉補機冷却
海水ポンプ (F)(C)

海水ストレーナ(C) (F)

放水ピット 放水ピット

原子炉補機冷却
水系熱交換器(F)

区分Ⅰ 区分Ⅱ 区分Ⅲ

ＲＳＷ系 系統図

RCW※ RCW※ RCW※ RCW※ RCW※ RCW※

※ RCW：原子炉補機冷却水系 区分Ⅰ電源供給

区分Ⅱ電源供給

区分Ⅲ電源供給

取水路 取水路 取水路 取水路 取水路 取水路



4

空気だめ(A)

（手動）
空気だめ(A)

（自動）

空気圧縮機(A-1) 空気圧縮機(A-2)

潤滑油
冷却器(A)

発電機軸受
潤滑油冷却器(A)

機関付潤滑油
ポンプ(A)

ディーゼル機関(A)
発電機(A)

潤滑油プライミング
ポンプ(A)

潤滑油
加熱器(A)

潤滑油補給
ポンプ(A)

潤滑油補給
タンク(A)

清水加熱器(A)

清水加熱器
ポンプ(A)

清水
冷却
器(A)

清水膨張
タンク(A)

軸受 軸受

空気冷却器

RCW(A)より

RCW(A)より

R
C

W
(A

)よ
り

：区分Ⅰより電源供給
（ディーゼル発電機(A)起動後は、ディーゼル発電機(A)より電源供給）

RCW：原子炉補機冷却水系

非常用ディーゼル発電機(A)

非常用送風機(B)

非常用ディーゼル発電機(A)

非常用送風機(A)

非常用ディーゼル発電機(A)室

機関付清水ポンプ(A)

潤滑油フィルタ(A)

給気系 排気系

※1：ディーゼル機関の軸動力にて駆動
※2：ディーゼル機関運転には必須とならない設備

電気ヒーター

電気ヒーター

：始動空気系

※1

※1

※2 ※2

非常用ディーゼル発電機（A） 系統図
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空気だめ(B)

（手動）
空気だめ(B)

（自動）

空気圧縮機(B-1) 空気圧縮機(B-2)

潤滑油
冷却器(B)

発電機軸受
潤滑油冷却器(B)

機関付潤滑油
ポンプ(B)

ディーゼル機関(B)
発電機(B)

潤滑油プライミング
ポンプ(B)

潤滑油
加熱器(B)

潤滑油補給
ポンプ(B)

潤滑油補給
タンク(B)

清水加熱器(B)

清水加熱器
ポンプ(B)

清水
冷却
器(B)

清水膨張
タンク(B)

軸受 軸受

空気冷却器

RCW(B)より

RCW(B)より

R
C

W
(B

)よ
り

：区分Ⅱより電源供給
（ディーゼル発電機(B)起動後は、ディーゼル発電機(B)より電源供給）

RCW：原子炉補機冷却水系

非常用ディーゼル発電機(B)

非常用送風機(B)

非常用ディーゼル発電機(B)

非常用送風機(A)

非常用ディーゼル発電機(B)室

機関付清水ポンプ(B)

潤滑油フィルタ(B)

給気系 排気系

電気ヒーター

電気ヒーター

：始動空気系

※1

※1

※1：ディーゼル機関の軸動力にて駆動
※2：ディーゼル機関運転には必須とならない設備

※2 ※2

非常用ディーゼル発電機（B） 系統図
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空気だめ(C)

（手動）
空気だめ(C)

（自動）

空気圧縮機(C-1) 空気圧縮機(C-2)

潤滑油
冷却器(C)

発電機軸受
潤滑油冷却器(C)

機関付潤滑油
ポンプ(C)

ディーゼル機関(C)
発電機(C)

潤滑油プライミング
ポンプ(C)

潤滑油
加熱器(C)

潤滑油補給
ポンプ(C)

潤滑油補給
タンク(C)

清水加熱器(C)

清水加熱器
ポンプ(C)

清水
冷却
器(C)

清水膨張
タンク(C)

軸受 軸受

空気冷却器

RCW(C)より

RCW(C)より

R
C

W
(C

)よ
り

：区分Ⅲより電源供給
（ディーゼル発電機(C)起動後は、ディーゼル発電機(C)より電源供給）

RCW：原子炉補機冷却水系

非常用ディーゼル発電機(C)

非常用送風機(B)

非常用ディーゼル発電機(C)

非常用送風機(A)

非常用ディーゼル発電機(C)室

機関付清水ポンプ(C)

潤滑油フィルタ(C)

給気系 排気系

電気ヒーター

電気ヒーター

：始動空気系

※1

※1

※1：ディーゼル機関の軸動力にて駆動
※2：ディーゼル機関運転には必須とならない設備

※2 ※2

非常用ディーゼル発電機（C） 系統図
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中央制御室
再循環

フィルタ装置

中央制御室
再循環送風機(A)

中央制御室
再循環送風機(B)

中央制御室
給気処理
装置(A)

中央制御室
給気処理
装置(B)

HECW(A)系より

HECW(B)系より

中央制御室
送風機(A)

中央制御室
送風機(B)

中央制御室
排風機(A)

中央制御室
排風機(B)

大気

外気

中央制御室

計算機室及び
機械室等

：区分Ⅰより電源供給

：区分Ⅱより電源供給

HECW：換気空調補機非常用冷却水系

MO
F003

MO
F003

MO
F004

MO
F004

MO
F001

MO
F001

MO
F002

MO
F002

中央制御室換気空調系 系統図
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軽油
タンク(A)

軽油
タンク(B)

燃料移送ポンプ(A)

燃料移送ポンプ(C)

燃料移送ポンプ(B)

燃料
ディタンク(A)

燃料
ディタンク(C)

燃料
ディタンク(B)

ディーゼル機関(A)

ディーゼル機関(C)

ディーゼル機関(B)

燃料油
ドレンタンク(A)

燃料油
ドレンタンク(C)

燃料油
ドレンタンク(B)

燃料油
ドレンポンプ(A)

燃料油
ドレンポンプ(C)

燃料油
ドレンポンプ(B)

：区分Ⅰより電源供給

：区分Ⅱより電源供給

：区分Ⅲより電源供給

非常用ディーゼル発電設備燃料移送系 系統図
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DG(A)ゾーン
給気処理装置

A系DG室

A系DG燃料デイタンク室

A系非常用電気品室

DG(A)/Z

排風機(A)

DG(A）非常用
送風機(A)（B)

DG(A)/Z

排風機(B)

DG(A)/Z

送風機(A)

DG(A)/Z

送風機(B)

外気

大気

HECW(A)より

：区分Ⅰより電源供給

DG：非常用ディーゼル発電機

HECW：換気空調補機非常用冷却水系

非常用電気品（A）区域換気空調系 系統図
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DG(B)ゾーン
給気処理装置

B系DG室

B系DG燃料デイタンク室

B系非常用電気品室

DG(B)/Z

排風機(A)

DG(B）非常用
送風機(A)（B)

DG(B)/Z

排風機(B)

DG(B)/Z

送風機(A)

DG(B)/Z

送風機(B)

外気

大気

HECW(B)より

：区分Ⅱより電源供給

DG：非常用ディーゼル発電機

HECW：換気空調補機非常用冷却水系

非常用電気品（B）区域換気空調系 系統図
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HNCW※より

DG(C)ゾーン
給気処理装置

C系DG室

C系DG燃料デイタンク室

C系非常用電気品室

DG(C)/Z

排風機(A)

DG(C）非常用
送風機(A)（B)

DG(C)/Z

排風機(B)

DG(C)/Z

送風機(A)

DG(C)/Z

送風機(B)

外気

大気

：区分Ⅲより電源供給

DG：非常用ディーゼル発電機
HNCW：換気空調補機常用冷却水系

非常用電気品（C）区域換気空調系 系統図

※非常時においては外気のみ（補機冷却水系不要）にて冷却可能な設計とする
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C/B計測制御電源区域（A）

区分Ⅳバッテリー室

区分Ⅰバッテリー室

C/B計測制御
電源盤区域（A)

排風機(A)

C/B計測制御
電源盤区域（A)

排風機(B)

C/B計測制御
電源盤区域（A)

送風機(A)

C/B計測制御
電源盤区域（A)

送風機(B)

外気
大気

HECW(A)より

：区分Ⅰより電源供給

HECW：換気空調補機非常用冷却水系

C/B計測制御
電源盤区域（A)

給気処理装置

C/B計測制御電源盤区域（A）換気空調系 系統図
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C/B計測制御
電源盤区域（B)

給気処理装置

C/B計測制御
電源盤区域（B)

排風機(A)

C/B計測制御
電源盤区域（B)

排風機(B)

C/B計測制御
電源盤区域（B)

送風機(A)

C/B計測制御
電源盤区域（B)

送風機(B)

大気

HECW(B)より

：区分Ⅱより電源供給

HECW：換気空調補機非常用冷却水系

C/B計測制御電源区域（B）

区分Ⅳバッテリー室

区分Ⅱバッテリー室

外気

C/B計測制御電源盤区域（B）換気空調系 系統図
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HNCW※より

C/B計測制御
電源盤区域（C)

給気処理装置

大気

：区分Ⅲより電源供給

C/B計測制御
電源盤区域（C)

排風機(A)

C/B計測制御
電源盤区域（C)

排風機(B)

C/B計測制御
電源盤区域（C)

送風機(A)

C/B計測制御
電源盤区域（C)

送風機(B)

C/B計測制御電源区域（C）

区分Ⅲバッテリー室

外気

C/B計測制御電源盤区域（C）換気空調系 系統図

※非常時においては外気のみ（補機冷却水系不要）にて冷却可能な設計とする
HNCW：換気空調補機常用冷却水系
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RCW(B)より

HECW

ポンプ(A)

HECW

ポンプ(C)

HECW

ポンプ(B)

HECW

ポンプ(D)

HECW

冷凍機(A)

HECW

冷凍機(C)

HECW

冷凍機(B)

HECW

冷凍機(D)

HECW防食剤
注入タンク

RCWサージ
タンク(A)

DG(A)ゾーン
給気処理装置

DG(B)ゾーン
給気処理装置

MCR給気
処理装置(A)

MCR給気
処理装置(B)

C/B計測制御
電源盤区域（A)

給気処理装置

C/B計測制御
電源盤区域（B)

給気処理装置

RCWサージ
タンク(B)

：区分Ⅰより電源供給
DG：非常用ディーゼル発電機

HECW：換気空調補機非常用冷却水系

：区分Ⅱより電源供給MCR：中央制御室換気空調系
RCW：原子炉補機冷却水系 PCV：圧力調整弁

TCV：温度調整弁

RCW(A)より

C/B：コントロール建屋

PCV
F027

PCV
F027

TCV
F015

TCV
F006

TCV
F023

TCV
F115

TCV
F006

TCV
F123

非常用換気空調補機冷却系 系統図
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RHR（原子炉停止時冷却モード）－計測制御設備 系統図－

FD

ハードSW
※

FD

ハードSW
※

残留熱除去系 作動
現場多重
伝送

残留熱除去系 作動
現場多重
伝送

残留熱除去系 作動
現場多重
伝送

検出器

区分Ⅰ

設定値
比較

検出器

区分Ⅱ

現場多重
伝送

設定値
比較

検出器

区分Ⅲ

現場多重
伝送

設定値
比較

※ ※

※

※

※

※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

FD

現場 現場中央制御室

光伝送

メタル伝送

盤

※ 光変換カード

FD ： ﾌﾗｯﾄﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

作動回路

作動回路

作動回路

現場多重
伝送

ハードSW
※
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非常用電源系 系統図

#6

Gen

500kV

所内変圧器

主変圧器

6.9kV  6SA-1母線

6
C
母
線
へ

480V母線

取
水
設
備

7
C
母
線
へ

6.9kV  6SA-2母線

6
D
及
び
6
E

母
線
へ

480V母線

7
D
及
び
7
E

母
線
へ

6.9kV  6SB-1母線

取
水
設
備

480V母線

6.9kV  6SB-2母線

6
C
・
6
D
及
び

6
E
母
線
へ

7
C
・
7
D
及
び

7
E
母
線
へ

480V母線

#7

Gen

500kV

所内変圧器

主変圧器

6.9kV  6A-1母線

高
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
6
A

480V母線

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
6
A

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
6
A

低
圧
復
水
ポ
ン
プ
6
A

～
～

冷却材再循環ポンプ

6.9kV  6A-2母線

高
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
6
B

低
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
6
A

循
環
水
ポ
ン
プ
6
A

起
動
用
真
空
ポ
ン
プ

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
6
C

480V母線

6.9kV  6B-1母線

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
6
B

480V母線

低
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
6
B

低
圧
復
水
ポ
ン
プ
6
B

循
環
水
ポ
ン
プ
6
B

冷却材再循環ポンプ

6.9kV  6B-2母線

低
圧
復
水
ポ
ン
プ
6
C

高
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
6
C

低
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
6
C

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
6
B

循
環
水
ポ
ン
プ
6
C

480V母線

6.9kV  7A-1母線

高
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
７
A

480V母線

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
７
A

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
７
A

低
圧
復
水
ポ
ン
プ
７
A

冷却材再循環ポンプ

6.9kV  7A-2母線

高
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
７
Ｃ

低
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
７
A

循
環
水
ポ
ン
プ
７
A

起
動
用
真
空
ポ
ン
プ

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
７
C

480V母線

6.9kV  7B-1母線

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
７
B

480V母線

低
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
７
B

低
圧
復
水
ポ
ン
プ
７
B

循
環
水
ポ
ン
プ
７
B

冷却材再循環ポンプ

6.9kV  7B-2母線

低
圧
復
水
ポ
ン
プ
７
C

高
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
７
B

低
圧
ヒ
ー
タ
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
7
C

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
7
B

M/G
循
環
水
ポ
ン
プ
7
C

480V母線

6.9kV  

6C母線（区分Ⅰ）

480V母線 480V母線

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
6
A

6
S
A
|
1
母
線
か
ら

6
S
B
|
2
母
線
か
ら

6.9kV  

6D母線（区分Ⅱ）

480V母線 480V母線

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
6
B

6
S
A
|
2
母
線
か
ら

6
S
B
|
2
母
線
か
ら

高
圧
炉
心
注
水
ポ
ン
プ
6
B

6.9kV  

6E母線（区分Ⅲ）

480V母線 480V母線

D/G残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
6
C

6
S
A
|
2
母
線
か
ら

6
S
B
|
2
母
線
か
ら

高
圧
炉
心
注
水
ポ
ン
プ
6
C

6.9kV  

7C母線（区分Ⅰ）

480V母線 480V母線

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
7
A

6
S
A
|
1
母
線
か
ら

6
S
B
|
2
母
線
か
ら

6.9kV  

7D母線（区分Ⅱ）

480V母線 480V母線

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
7
B

6
S
A
|
2
母
線
か
ら

6
S
B
|
2
母
線
か
ら

高
圧
炉
心
注
水
ポ
ン
プ
7
B

6.9kV  

7E母線（区分Ⅲ）

480V母線 480V母線

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
7
C

6
S
A
|
2
母
線
か
ら

6
S
B
|
2
母
線
か
ら

高
圧
炉
心
注
水
ポ
ン
プ
7
C

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

工事用変圧器

6.9kV  緊急用母線

66kV

6SA 6SB起動変圧器

6号及び7号炉共用

LS

CB

ケーブル

LS

CB

ケーブル

6 号 炉 7 号 炉

（凡 例）

～
～

遮断器

断路器

遮断器

静止形電源装置

LS

CB

6A 6B 7A 7B

1,540MVA

27kV

0.9p.f

50Hz

1,540MVA

27kV

0.9p.f

50Hz

66kV

D/GD/G D/G D/G D/G

M/GM/G

M/G

区分Ⅰ 区分Ⅰ区分Ⅱ 区分Ⅱ区分Ⅲ 区分Ⅲ
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直流電源系 系統図

バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
Ｂ

Ｄ
／
Ｇ
系
Ｂ

遮
断
器
操
作
回
路

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
Ｂ

残
留
熱
除
去
系
Ｂ

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）

非
常
用
照
明

高
圧
炉
心
注
水
系
Ｂ

原
子
炉
緊
急
停
止
系
作
動
回
路

タ
ー
ビ
ン
制
御
系

バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
Ｃ

Ｄ
／
Ｇ
系
Ｃ

遮
断
器
操
作
回
路

残
留
熱
除
去
系
Ｃ

非
常
用
照
明

高
圧
炉
心
注
水
系
Ｃ

原
子
炉
緊
急
停
止
系
作
動
回
路

バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
Ｄ

充
電
器

充
電
器

充
電
器

（区分Ⅲ）

480V母線

（区分Ⅲ）

480V母線

（区分Ⅰ）

480V母線

（区分Ⅰ）

480V母線

バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
Ａ

Ｄ
／
Ｇ
系
Ａ

遮
断
器
操
作
回
路

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
Ａ

残
留
熱
除
去
系
Ａ

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
電
動
機
）

直流125V主母線盤A

125V DC分電盤

計
測
装
置

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

充
電
器

充
電
器

充
電
器

直流125V

蓄電池Ａ

（区分Ⅰ）

480V母線

（区分Ⅰ）

480V母線

（区分Ⅱ）

480V母線

（区分Ⅱ）

480V母線

（区分Ⅰ） （区分Ⅱ） （区分Ⅲ） （区分Ⅳ）

充
電
器

直流125V

蓄電池A-2

（区分Ⅰ）

480V母線

（区分Ⅰ）

直流125V

蓄電池B

直流125V

蓄電池C

直流125V

蓄電池D

直流125V主母線盤B 直流125V主母線盤C 直流125V主母線盤D

125V DC分電盤 125V DC分電盤

（区分Ⅱ）

480V母線

125V DC分電盤

ＭＣＣＢ

蓄電池

（凡例）

※

※

非
常
用
照
明

逃
が
し
安
全
弁

直流母線

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置

高
圧
代
替
注
水
系

代
替
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置

充
電
器

AM用直流

125V蓄電池

（区分Ⅱ）

480V母線

充
電
器

AM用MCC

（区分Ⅰ）

480V母線

（区分Ⅰ）

480V母線

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）

直流125V

常用系

主母線盤A

充
電
器

充
電
器

直流125V

常用系蓄電池A

480V母線 480V母線

区分Ⅰ 区分Ⅱ 区分Ⅲ 区分Ⅳ
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計測制御電源系 系統図

DC-AC

プ
ロ
セ
ス
放
射
線
モ
ニ
タ

原
子
炉
緊
急
停
止
系
作
動
回
路
Ⅰ

起
動
領
域
中
性
子
計
装

隔
離
弁
制
御
系

プ
ロ
セ
ス
計
装

DC-AC DC-ACDC-AC

隔
離
弁
制
御
系

プ
ロ
セ
ス
放
射
線
モ
ニ
タ

タ
ー
ビ
ン
制
御
系

原
子
炉
緊
急
停
止
系
作
動
回
路
Ⅱ

起
動
領
域
中
性
子
計
装

プ
ロ
セ
ス
計
装

隔
離
弁
制
御
系

プ
ロ
セ
ス
放
射
線
モ
ニ
タ

原
子
炉
緊
急
停
止
系
作
動
回
路
Ⅲ

起
動
領
域
中
性
子
計
装

プ
ロ
セ
ス
計
装

隔
離
弁
制
御
系

プ
ロ
セ
ス
放
射
線
モ
ニ
タ

原
子
炉
緊
急
停
止
系
作
動
回
路
Ⅳ

起
動
領
域
中
性
子
計
装

125VDC 480VMCC 480VMCC 480VMCC 125VDC 480VMCC 480VMCC 480VMCC 125VDC 480VMCC 480VMCC 480VMCC 125VDC 480VMCC 480VMCC

120Vバイタル母線A 120Vバイタル母線B 120Vバイタル母線C 120Vバイタル母線D120V

計測母線A

120V 120V

計測母線B 計測母線C

（区分Ⅰ） （区分Ⅱ） （区分Ⅲ） （区分Ⅳ） （区分Ⅰ）

区分Ⅰ 区分Ⅱ 区分Ⅲ 区分Ⅳ

ＭＣＣＢ

（凡例）

DC-AC

変圧器

整流器

静止型交流変換器

サイリスタスイッチ
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原子炉格納容器内の区分分離の概要図
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7号炉原子炉建屋 地下3階 機器配置図
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7号炉原子炉建屋 地下2階 機器配置図
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7号炉原子炉建屋 地下1階 機器配置図
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7号炉原子炉建屋 地上1階 機器配置図
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7号炉原子炉建屋 地上2階 機器配置図
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7号炉原子炉建屋 地上3階 機器配置図



27

7号炉原子炉建屋 地上3階(中間階) 機器配置図
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7号炉原子炉建屋 地上4階 機器配置図
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7号炉屋外 機器配置図



7号炉タービン建屋 地下2階 機器配置図

30
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7号炉タービン建屋 地下1階 機器配置図
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7号炉コントロール建屋 地下2階及び地下中2階 機器配置図
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7号炉コントロール建屋 地下1階及び地下中1階 機器配置図



34

7号炉コントロール建屋 地上1階及び地上2階 機器配置図


